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大阪における実証実験の実施支援実績  

[2019 年度] 
大阪府、大阪市、大阪商工会議所 

※大阪商工会議所事務局がエントリーを受けたもの 

１．ブロックチェーン技術を利用した個人間コイン流通サービスの実証 

 アララ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：岩井陽介氏）から実証実験実施の希望が

あり、大阪商工会議所で実施できるよう調整、支援した。 

①実 施 日：2019年 4月 17日 ～ 6月 14日 

②概 要：有志の大阪商工会議所職員約３０人が｢感謝

の気持ち｣をコインに変えて送り合い、その結

果をもとに、トランザクション(送金頻度や送

金相手の多様性）を検証するほか、サービス

に対するエンゲージメントの向上方法を検討

した。 

③今 後：実証実験の結果を踏まえ、社内コミュニケーションの改善に努める企業に対し、個人

間コイン流通サービスの提供を検討する。 

２．「中之島チャレンジ 2019」における移動ロボットの自律走行技術実証 

 株式会社プロアシスト（本社：大阪市、代表取締役社長：生駒京子氏）から実証実験実施の希望

があり、中央公会堂及び中之島図書館周囲の歩道で実施できるよう調整、支援した。 

①実 施 日：2019年 9月 23日 

※実験走行：2019年 7月 14日、15日、9月 22日 

②概 要：中之島で実施する移動ロボットを自律走行させる

公開共同実験「中之島チャレンジ」において、１

４チーム１４台の移動ロボットが時速４キロメ

ートル以下で自律走行した。 

③今 後：実証実験を通じて収集したデータをもとに、人が

往来する環境における移動ロボットの自律走行

技術の開発に役立てる。 
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３．建造物の浸水を検知する水位センサの動作性確認に関する実証 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（本社：東京都新宿区、取締役社長：西澤敬二氏）と株式会

社ウェザーニューズ（本社：千葉市美浜区、代表取締役社長：草開千仁氏）から実証実験実施の希

望があり、大阪府管理河川２か所で実施できるよう調整、支援した。 

①実 施 日：2019年 12月 4日 ～ 2020年 3月 31日 

※機能の検証に十分なデータが収集出来次第、実証実験を終了する

予定。 

②概 要：河川の隣接建造物に IoTセンサを設置し、河川の水位変化を

計測することで、台風などの水害による建造物の浸水を検知

する機能の動作性を検証した。 

③今 後：本センサを建造物の壁面等に設置して収集するデータを基に、

被害予測モデル等を構築し、防災サービスを拡充する予定。 

４．自動運転用画像認識システムの実証 

 株式会社山電器（本社：大阪府吹田市、代表取締役：守谷公一氏）から実証実験実施の希望があ

り、万博記念公園で実施できるよう調整、支援した。 

①実 施 日：2019年 12月 18日 

②概 要：車両前方にミリ波センサを装着し、人・車など

の特定の対象物との距離を測定し、画像解析と

マッチングすることで、対象物を検知する精度

を検証した。 

③今 後：実証実験を通じて収集したデータを分析し、画

像認識システムの実用化に向けた開発に役立てる。 

５．波力回収装置の機構の最適化に関する実証 

 株式会社ダ・ビンチ（本社：奈良県大和高田市、代表取締役：東謙治氏）から実証実験実施の希

望があり、大阪府が管理する港湾の護岸で実施できるよう調整、支援した。 

①実 施 日：2020年 1月 25日 ～ 3月 31日 

※上記期間中に複数回試験を実施予定。 

②概 要：港湾の護岸壁に波力回収装置を設置し、実環境に

おける圧縮空気の製造効率に関するデータを取得

して同装置の最適化形状を検証した。 

③今 後：実証実験を通じて収集したデータを分析し、波の

力で効率よく圧縮空気を製造する装置を開発する

ことで、波力発電システムの製品化を目指す。 
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６．５Ｇ環境でのスマートグラス活用に向けた遠隔作業支援ソリューションに 

関する実証 

 株式会社立花エレテック（本社：大阪市、代表取締役社長：渡邊武雄氏）から実証実験実施の希

望があり、大阪府咲洲庁舎で実施できるよう調整、支援した。 

①実 施 日：2020年 2月 13日 

②概 要：点検、保守などの現場で作業員が装着し、遠隔地か

ら指示を受ける際などに利用されるスマートグラ

スについて、５Ｇで接続した際の遠隔作業支援にお

ける有用性などを検証した。 

③今 後：実証実験の結果を踏まえ、人材不足対策や若手育成

に繋がる新しいソリューションの創出を目指す。 

７．来園者等の利便性や満足度向上に繋がる次世代モビリティサービス等の実証 

 関西電力株式会社（本社：大阪市、取締役社長：岩根茂樹氏）と株式会社ダイヘン（本社：大阪

市、代表取締役社長：田尻哲也氏）から実証実験実施の希望があり、万博記念公園で実施できるよ

う調整、支援した。 

①実 施 日：2020年 2月 13日 ～ 18日 ※16日除く 

②概 要：来園者の利便性および満足度向上を目的に、ワイヤレ

ス充電対応の電動カート、スマートフォンアプリによ

るオンデマンド配車予約システムを園内移動に利用す

る。また IoT技術を活用した位置情報把握と人流分析

等の技術も組合せることで万博記念公園内を仮想のス

マートシティに見立て、次世代モビリティサービスと

しての実装モデルを検証した。 

③今 後：実証実験の結果を踏まえ、エネルギー、モビリティ、防犯、データ利活用等の要素を

組み合わせた、スマートシティの取組みに活かす。 

以上 


